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2027年3月期 第１四半期

決算概況資料

〇 ２０２６年度の第１四半期決算及び、通期業績予想について
ご説明いたします。
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2026年度 第１四半期 決算実績ポイント

（億円）

2025年度

1Q 実績

2026年度

1Q 実績
対前年

営業収益 2,613 2,734 +121 （+4.6%）

営業利益 323 313 △ 9 （△2.8%）

不動産販売業 営業利益 48 85 +37 （+77.8%）

不動産販売業を除く営業利益 274 228 △46 （△17.0%）

事業利益(※) 324 313 △ 11 （△3.4%）

経常利益 355 333 △ 22 （△6.2%）

親会社株主に帰属する

四半期純利益 252 362 +109 （+43.4%）

EPS（一株当たり四半期純利益）（円） 44.02 63.85 +19.83

東急EBITDA(※) 597 617 +20 （+3.4%）

EBITDA 533 540 +7 （+1.4%）

2026年度

1Q予想
対予想

2,795 △61 （△2.2%）

346 △ 32 （△9.5%）

77 +8 （+10.7%）

269 △41 （△15.3%）

345 △28 （△8.3%）

332 +1 （+0.4%）

388 △ 25 （△6.6%）

68.14 △4.29

616 +1 （+0.2%）

574 △33 （△5.9%）

▎前年度との比較

⚫ 営業収益は、不動産販売業における資産回転型ビル事業等により増収、営業利益は不動産賃貸業の費用増や、電力小売事業

の調達原価の上昇等により減益

⚫ 親会社株主に帰属する四半期純利益は、支払利息が増加した一方、法人税等の減少により増益

▎2026年5月予想との比較

⚫ 営業利益は電力小売事業における調達原価の上昇や、不動産賃貸業での費用増により減益

〇 ２０２６年度 第１四半期、決算実績のポイントでございます。

〇 営業収益２，７３４億円、営業利益３１３億円、
親会社株主に帰属する四半期純利益３６２億円となりました。

〇 対前年では、不動産販売業が増益となった反面、
不動産賃貸業において再開発にかかる費用計上や、
電力小売事業における調達原価の増加などがあり、
全体で△９億円減益となりました。

〇 親会社株主に帰属する四半期純利益は、支払利息等の増加があった一方、
法人税等の減少により＋１０９億円増益となりました。

〇 右側、業績予想との比較では、
営業利益はホテル・リゾート事業が堅調に推移した一方、
電力小売事業における調達原価の上昇や、
不動産賃貸業での費用増加等により、△３２億円の減益となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、持分法投資利益の増加があった
ものの、営業利益の減少もあり△２５億円減益です 。
ＥＰＳ（一株当たり四半期純利益）は６３.８５円となりました。
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（2025年度1Q）
営業利益

不動産 交通 ホテル・リゾート 生活サービス 全社・消去 （2026年度1Q）
営業利益

2026年度 第１四半期 セグメント別営業利益 決算実績ポイント【対前年】

東急電鉄等     +1

東急バス        △1

リテール        △6

‒ 東急ストア     △2

‒ 東急百貨店   △1

ICT・メディア                  △11

‒ 東急パワーサプライ △9

‒ イッツコミュニケーションズ  △2

不動産販売業     +37

不動産賃貸業    △18

不動産管理業   +0

313
323

△5
△17

+17 +1

（億円）

△5

ホテル業 △7

グラフリンク元：
更新用エクセル・パワポの格納先：財・主計Ｇ_共有フォルダ - 0決算資料更新用 - すべてのドキュメント

〇 営業利益について、前年度との比較で、
セグメント別にポイントをご説明します。

〇 不動産事業は、不動産賃貸業において
再開発に伴うコストの計上等により減益となった一方、
不動産販売業での物件売却等により＋１７億円増益、

〇 交通事業は、東急電鉄において輸送人員が＋２.５％増加となり、
＋１億円増益です。

〇 ホテル・リゾート事業については、
ホテルの一室単価、稼働率ともに上昇する等、好調に推移しておりますが、
前年度まで第４四半期に一括で計上していた支払賃料の歩合部分を、
当期より各四半期に分けて計上したことによる費用増により、
△５億円減益となりました。
なお、通期ではこの影響は解消します。

〇 生活サービス事業では、電力小売の東急パワーサプライにおける
調達原価の上昇により△１７億円の減益となりました。
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（2026年度1Q）
営業利益 5月予想

ホテル・リゾート 交通 生活サービス 不動産 全社・消去 （2026年度1Q）
営業利益 実績

2026年度 第１四半期 セグメント別営業利益 決算実績ポイント【対予想】

ホテル業    +4

リテール        △7

‒ 東急ストア  △6 

‒ 東急百貨店  +0

ICT・メディア           △5

‒ 東急パワーサプライ      △8

‒ イッツコミュニケーションズ  △2 

346

△6

+7

△16
△12

（億円）

△4

313

不動産販売業   +8

不動産賃貸業  △23

不動産管理業     +1

東急電鉄等  △1

東急バス       △1

グラフリンク元：
更新用エクセル・パワポの格納先：財・主計Ｇ_共有フォルダ - 0決算資料更新用 - すべてのドキュメント

〇 つづいて、5月時点の業績予想との比較です。

〇 ホテル・リゾート事業は、一室単価が想定を上回り、
＋７億円の増益となりました。

〇 交通事業は△６億円の減益、
生活サービス事業は東急ストアでの買い入れ点数の減少や、
東急パワーサプライの調達コストの増加により△１２億円減益、
不動産事業では、不動産賃貸業での費用増により、
△１６億円の減益となりました。
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セグメント情報① 交通事業

▎東急電鉄 営業費用内訳

FY2026 1Q 実績

2025年度

1Q 実績

2026年度

1Q 実績

2026-2025

増減

営業費用合計 322 330 + 8

人件費 90 92 + 1

動力費 23 19 △ 4

修繕費 19 19 + 0

経費 87 88 + 2

諸税 18 22 + 4

減価償却費 82 87 + 4

(単位：億円)

2025年度 2026年度 2026年度

1Q実績 1Q実績 5月予想

＋ 22 △ 0 
（＋ 4.0%） （△ 0.1%）

＋ 10 △ 0 
（＋ 2.5%） （△ 0.2%）

＋ 2 ＋ 0 
（＋ 3.8%） （＋ 0.5%）

＋ 8 △ 0 
（＋ 14.8%） （△ 0.5%）

＋ 1 △ 6 
（＋ 1.1%） （△ 6.4%）

＋ 1 △ 1 
（＋ 2.0%） （△ 1.2%）

△ 1 △ 1 
（△ 29.0%） （△ 23.9%）

＋ 1 △ 4 
（－） (－)

（単位：億円）

増減 摘要 増減

東急電鉄等 415 425    運賃収入 394 (+8) 426

営業収益 549 571
      輸送人員 +2.5% (定期外 +2.3%、 定期 +2.6%)

  ┌ 運賃収入 +2.3% (定期外 +2.3%、 定期 +2.3%)
572

東急バス 73 75    運賃収入 +4.2% 75

営業利益 98 99 106

その他 60 69 70

東急バス 6 4 6

東急電鉄等 93 95 96

その他 △ 1 △ 0 3

〇 ここからは、セグメント別にご説明いたします。

〇 最初に交通事業です。
営業収益５７１億円、営業利益９９億円。
対前年＋２２億円増収、＋１億円増益となりました。

〇 鉄道業の東急電鉄は、営業収益４２５億円、営業利益９５億円、
対前年＋１０億円増収、＋１億円増益となりました。
輸送人員は対前年＋２．５％、運賃収入は＋２．３％の増加、
＋８億円増収となりました。

〇 ページ下段に記載の営業費用は、減価償却費や諸税の増加等により、
合計で＋８億円の増加です。

〇 東急バスは営業収益７５億円、営業利益４億円となり、
＋２億円増収、人件費の増加等により△１億円減益となりました。

〇 業績予想との比較では、
営業収益は概ね予想並み、営業利益は△６億円の減益です。
コストの積み上がりで減益となっておりますが、
今後のコストコントロールに加え、工事関連の受注等も好調のため、
通期では概ね予想並みの着地を見込んでおります。
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鉄軌道業の状況（１）

東急電鉄： 輸送人員・運賃収入

東急電鉄： 輸送人員（対前年同月比）

１Q（4-6月）の状況 輸送人員は、各路線における利用者数の増加等に伴い、前年を上回って推移

7月の状況 改札通過人員は、対前年比 +3％程度で推移

（単位：%）

△1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

24/07 24/08 24/09 24/10 24/11 24/12 25/01 25/02 25/03 25/04 25/05 25/06 25/07 25/08 25/09 25/10 25/11 25/12 26/01 26/02 26/03 26/04 26/05 26/06

対前年 定期 3.3 3.4 3.1 2.9 2.8 2.5 3.3 △ 0.6 3.6 3.4 2.9 2.9 3.3 3.7 3.8 3.1 2.8 3.3 3.7 3.6 4.1 3.1 2.2 2.6

対前年 定期外 2.8 1.5 2.5 4.7 4.2 2.1 4.2 0.4 2.1 1.9 2.2 3.3 4.6 5.8 3.1 0.0 1.5 2.6 3.8 1.1 2.5 2.9 4.1 △ 0.2

対前年 定期 対前年 定期外

基本的には有報の記載に合わせて、 

セグメント（サブセグ含む）⇒ 〇〇事業
個別の業種 ⇒ △△業 

未更新

2025年度 2026年度 対前年 2026年度 対前年

（単位：千人、百万円） 1Q実績 1Q実績 増減 通期予想 増減

合計 283,702 290,739 ＋2.5% 1,143,831 ＋2.4%

　定期外 126,030 128,912 ＋2.3% 515,441 ＋2.6%

　定期 157,672 161,827 ＋2.6% 628,390 ＋2.3%

合計 38,541 39,440 ＋2.3% 156,869 ＋2.6%

　定期外 23,823 24,382 ＋2.3% 97,119 ＋2.5%

　定期 14,718 15,058 ＋2.3% 59,749 ＋2.8%

輸送人員

運賃収入

14
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2025年度 2026年度 2026年度

1Q実績 1Q実績 5月予想

＋ 97 △ 11 
（＋ 15.5%） （△ 1.6%）

＋ 76 ＋ 2 
（＋ 45.9%） （＋ 1.2%）

＋ 93 ＋ 2 

（＋ 74.4%） （＋ 1.3%）

△ 16 △ 0 

（△ 39.2%） （△ 0.0%）

＋ 12 △ 0 
（＋ 3.8%） （△ 0.1%）

＋ 9 △ 2 

（＋ 3.3%） （△ 0.8%）

＋ 6 ＋ 6 
（＋ 7.7%） （＋ 8.2%）

＋ 1 △ 21 
（＋ 3.6%） （△ 29.8%）

＋ 17 △ 16 
（＋ 13.2%） （△ 9.7%）

＋ 37 ＋ 8 
（＋ 77.8%） （＋ 10.7%）

＋ 44 ＋ 5 

（＋ 123.3%） （＋ 7.9%）

△ 7 ＋ 2 

（△ 61.8%） （＋ 109.3%）

△ 18 △ 23 
（△ 24.4%） （△ 29.3%）

△ 16 △ 20 

（△ 26.9%） （△ 30.9%）

＋ 0 ＋ 1 
（＋ 2.8%） （＋ 12.8%）

△ 2 △ 2 
（－） (－)

その他 △ 0 △ 2 0

不動産管理業 11 12 10

　うち、当社不動産賃貸 62 45 既存物件からの利益△4億円（△5.2%） 66

不動産賃貸業 73 55 78

　うち海外子会社不動産販売 11 4 2

　うち当社不動産販売 36 81 資産回転型ビル事業等において大規模物件売却 75

不動産販売業 48 85 77

営業利益 133 151 167

その他 47 49 70

不動産管理業 79 86 79

　うち、当社不動産賃貸 292 302 既存物件からの収入+6億円（+2.4%） 304

不動産賃貸業 333 345 歩合賃料の増加、賃料改定等 346

　うち海外子会社不動産販売 42 25 ベトナム8戸（△119戸）、オーストラリア50区画（△16区画） 25

　うち当社不動産販売 125 219 資産回転型ビル事業等において大規模物件売却 216

不動産販売業 167 244 　 241

営業収益 628 726 738

（単位：億円）

増減 摘要 増減

2025年度 2026年度 2026年度

1Q実績 1Q実績 5月予想

　その他 △ 0 △ 0 △ 1△ 0 ＋ 0 

　資産回転型ビル事業等 33 71 71

　住宅 4 11 1＋ 7 

＋ 37 

＋ 10 

＋ 0 

営業利益

　その他 8 12 12＋ 3 △ 0 

　資産回転型ビル事業等 84 174 引渡棟数 4件（△2件） 173＋ 89 ＋ 0 

（単位：億円）

増減 摘要 増減

＋ 0 ＋ 11 　住宅 32 33 引渡戸数 20戸（△21戸） 21

営業収益

セグメント情報② 不動産事業

▎当社不動産販売 概要

※引渡戸数は当社持分を乗じた数値

FY2026 1Q 実績

2025年度
ベトナム 127戸、オーストラ

リア66戸
2026年度

ベトナム8戸、オーストラリア
50戸

※引渡区画数は当社持分を乗じた数値

〇 次に、不動産事業でございます。
営業収益７２６億円、営業利益１５１億円。
対前年＋９７億円増収、＋１７億円増益でございます。

〇 不動産販売業は、営業収益２４４億円、営業利益８５億円、
資産回転型ビル事業における売却等で＋７６億円の増収、
＋３７億円増益となりました。

〇 なお、内訳では国内にて、当社不動産販売業が増収、増益となっており、
資産回転型ビル事業による販売の増加を反映しております。

〇 不動産賃貸業は営業収益３４５億円、営業利益は５５億円、
各物件での増収が積み重なり、合計で＋１２億円増収となった一方、
再開発エリアでの解体費の計上等により△１８億円減益です。

〇 不動産管理業は営業収益８６億円、営業利益１２億円で、
対前年＋６億円増収、営業利益は前年並みです。

〇 業績予想との比較は、セグメント合計で、
営業収益△１１億円減収、営業利益△１６億円減益です。
不動産販売業は、マンション販売が好調に推移し＋８億円増益の一方、
不動産賃貸業では、天候不順等により基幹物件での収益が伸び悩んだほか、
費用執行の増加等により、△２３億円減益となりました。
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セグメント情報③ 生活サービス事業（リテール）FY2026 1Q 実績

2025年度 2026年度 2026年度

1Q実績 1Q実績 5月予想

＋ 5 △ 26 
（＋ 0.7%） （△ 3.1%）

△ 1 △ 4 
（△ 1.0%） （△ 3.0%）

＋ 3 △ 26 
（＋ 0.6%） （△ 4.7%）

＋ 3 ＋ 3 
（＋ 2.3%） （＋ 2.4%）

△ 6 △ 7 
（△ 29.2%） （△ 31.4%）

△ 1 ＋ 0 
（△ 41.9%） （＋ 41.6%）

△ 0 △ 6 
（△ 13.3%） （△ 52.4%）

△ 3 △ 1 
（△ 34.2%） （△ 15.8%）

営業収益 825 831 858

（単位：億円）

増減 摘要 増減

　東急ストア 530 534    売上高増減率 全店 +1.6%  既存店 △0.2% 560

　東急百貨店 138 137
　売上高増減率 全店 △0.1%

　総売上高（賃貸含む）増減率既存店 +1.5%
141

営業利益 21 15 22

　その他 156 159 156

　東急ストア 6 5 12

　東急百貨店 3 2 1

　その他 11 7 8

〇 次に、生活サービス事業でございます。
営業収益１，３００億円、営業利益３４億円。
対前年＋３０億円増収、△１７億円減益でございました。

〇 リテール事業は、営業収益８３１億円、営業利益１５億円、
対前年＋５億円増収、△６億円減益です。

〇 東急百貨店は、営業収益１３７億円、営業利益２億円、
対前年△１億円減収、△１億円減益となりました。

〇 東急ストアは、営業収益５３４億円、営業利益５億円。
物価高騰により買い上げ点数の減少があったものの、
新規店舗等の貢献もあり、＋３億円増収、
人件費や新規店舗の開業コスト等により営業利益は前年並みです。

〇 業績予想との比較では、△２６億円減収、△７億円減益となりました。
東急ストアにおいて、物価高騰に伴う買い上げ点数の
減少が影響しております。
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セグメント情報④ 生活サービス事業（ICT・メディア）FY2026 1Q 実績

2025年度 2026年度 2026年度

1Q実績 1Q実績 5月予想

＋ 24 ＋ 16 
（＋ 5.5%） （＋ 3.6%）

△ 1 △ 3 
（△ 1.5%） （△ 4.2%）

＋ 1 ＋ 0 
（＋ 1.6%） （＋ 1.3%）

△ 13 △ 10 
（△ 12.4%） （△ 10.1%）

＋ 37 ＋ 29 
（＋ 18.9%） （＋ 14.0%）

△ 11 △ 5 
（△ 37.5%） （△ 23.0%）

△ 0 △ 0 
（△ 19.1%） （△ 31.7%）

△ 2 △ 2 
（△ 25.5%） （△ 22.7%）

△ 1 △ 0 
（－） (－)

△ 7 △ 2 
（△ 39.9%） （△ 20.7%）

（単位：億円）

増減 摘要 増減

　東急レクリエーション 72 71 74

営業収益 444 469 452

　東急エージェンシー 106 93 103

　イッツ・コミュニケーションズ 66 67 67

営業利益 29 18 24

　その他 199 236 東急パワーサプライ 92 (+26) 207

　イッツ・コミュニケーションズ 10 7 9

　東急レクリエーション 1 1 1

　その他 17 10 東急パワーサプライ 1 (△9) 13

　東急エージェンシー 0 △ 0 △ 0

〇 続いてＩＣＴ・メディア事業でございます。
営業収益４６９億円、営業利益１８億円、
対前年＋２４億円増収、△１１億円減益でございました。

〇 東急レクリエーションは、営業収益７１億円、営業利益１億円、
収益、利益ともに概ね前年並みです。
イッツ・コミュニケーションズは、
営業収益６７億円、営業利益７億円、
＋１億円増収、△２億円減益です。

〇 東急エージェンシーは営業収益９３億円、営業利益は若干のマイナスで、
△１３億円減収、△１億円減益です。

〇 その他は、営業利益は１０億円で、△７億円減益です。
電力小売事業の東急パワーサプライでは、
営業収益９２億円、営業利益１億円、＋２６億円増収、
中東情勢等による電力調達コストの増加や、
販促コストの増加より、△９億円の減益です。

〇 業績予想との比較では、
営業収益は＋１６億円増収、営業利益は△５億円減益です。
東急パワーサプライにおける電力調達コスト増加が影響しております。
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セグメント情報⑤ ホテル・リゾート事業

▎主要指標

⚫ 稼働率 ⚫ ADR（サービス料込み） ⚫ RevPAR

※渋谷エリアホテル：セルリアンタワー東急ホテル、SHIBUYA STREAM HOTEL、渋谷エクセルホテル東急、渋谷東急REIホテル

（％） （円） （円）

FY2026 1Q 実績

更新の際、
ホテルズ等ORホテル事業
→ホテル業の表記にする

※「ホテル業」については、当社、東急ホテルズ＆リゾーツ㈱等を含んだ合算数値を表記しております 更新済

2026年度 2026年度 2026年度

1Q 実績 1Q 実績 1Q 実績

　ホテル業（全体） 79.7 ＋0.8p 27,795 +1,335 22,146 +1,269

　　渋谷エリアホテル※ +

　　ザ・キャピトルホテル東急
78.7 △ 1.5p 59,350 +3,027 46,701 +1,517

対前年

増減

対前年

増減

対前年

増減

2025年度 2026年度 2026年度

1Q実績 1Q実績 5月予想

＋ 9 ＋ 2 
（＋ 2.8%） （＋ 0.6%）

＋ 12 ＋ 2 
（＋ 4.1%） （＋ 0.7%）

△ 2 △ 0 
（△ 5.5%） （△ 0.4%）

△ 5 ＋ 7 
（△ 13.8%） （＋ 29.7%）

△ 7 ＋ 4 
（△ 21.0%） （＋ 20.1%）

＋ 1 ＋ 3 
（＋ 31.9%） （＋ 86.6%）

営業収益 340 349 347

（単位：億円）

増減 摘要 増減

ホテル業 295 307 304

その他 45 42 42

営業利益 38 33 25

ホテル業 33 26 　 21

その他 5 6 3

〇 次に、ホテル・リゾート事業でございます。
営業収益３４９億円、 営業利益３３億円、
対前年＋９億円の増収、△５億円減益でした。

〇 ホテル業では、営業収益３０７億円、営業利益２６億円となり、
対前年＋９億円増収、△５億円減益です。

〇 ホテル全体の稼働率は７９．７％、一室単価は２７，７９５円、
渋谷地区の４ホテルと、永田町のザ・キャピトルホテル東急では、
稼働率７８．７％、一室単価５９，３５０円となる等、
ADR、RevPARともに過去最高の水準で推移しております。

〇 なお、ホテルの年間営業成績等に応じて支払いを行う歩合賃料について、
前年度まで第４四半期に一括で費用計上を行っておりましたが、
今年度より各四半期に計上する方法に変更しております。
そのため、第１四半期時点では△５億円の減益となりましたが、
特殊要因を除くと増益です。

〇 業績予想との比較では、一室単価が想定を上回り＋７億円増益です。

〇 外国人宿泊比率は１９ページに記載をしております。
渋谷地区のホテルでは引き続き８０％台後半、
ホテル全体でも５０％程度の水準で推移しており、
ADRの上昇に寄与しております。
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インバウンド集客状況

（単位：百万円、千人）

⚫ 渋谷エリアをはじめ、都心の商業施設・ホテルにおいてインバウンド需要を着実に取り込む

渋谷エリア 免税取扱高合計

訪日外国人数

※ 渋谷ホテル：セルリアンタワー東急ホテル、 SHIBUYA STREAM HOTEL、渋谷エクセルホテル東急、渋谷東急REIホテル

※ 訪日外国人数は日本政府観光局（JNTO）統計データより

ホテル業 外国人宿泊比率

（単位：%、千人） 訪日外国人数

渋谷エリア 免税売上高合計

※ 渋谷エリア対象施設：渋谷スクランブルスクエア、ShinQs by TOKYU DEPARTMENT STORE、SHIBUYA109、MAGNET by SHIBUYA109、渋谷 東急フードショー、THE WINE by TOKYU DEPARTMENT STORE

※ 上記は、渋谷エリアの商業施設における免税取扱高を掲載しており、決算における売上高とは異なります
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営業外・特別損益FY2026 1Q 実績

2025年度 2026年度 2026年度

1Q実績 1Q実績 5月予想

△ 9 △ 32 

（△ 2.8%） （△ 9.5%）

＋ 5 ＋ 33 
（＋ 7.8%） （＋ 71.6%）

　受取利息・配当金 7 11 ＋ 3 5 ＋ 5 

　持分法投資利益 51 53 ＋ 2   東急不動産ホールディングス 40 (△5)、東急建設 3 (+1)、東急リアル・エステート投資法人 6 (+6) 30 ＋ 22 

　その他営業外収益 15 14 △ 0 10 ＋ 4 

＋ 18 △ 0 

（＋ 45.6%） （△ 1.5%）

　支払利息 26 36 ＋ 10 33 ＋ 3 

　その他営業外費用 14 23 ＋ 8 27 △ 4 

△ 22 ＋ 1 

（△ 6.2%） （＋ 0.4%）

特別利益 2 14 ＋ 11 9 ＋ 5 

　工事負担金等受入額 1 5 ＋ 3 4 ＋ 0 

　その他特別利益 0 9 ＋ 8 4 ＋ 4 

特別損失 4 13 ＋ 9 11 ＋ 2 

　工事負担金等圧縮額 1 5 ＋ 3 4 ＋ 0 

　その他特別損失 2 8 ＋ 5 6 ＋ 1 

△ 19 ＋ 4 

（△ 5.5%） （＋ 1.3%）
税金等調整前四半期純利益 354 334 330

経常利益 355 333 332

（単位：億円）

増減 摘要 増減

営業利益 323 313 346

営業外費用 41 60 60

営業外収益 74 79 46

〇 続きまして、営業外及び特別損益についてご説明します。

〇 営業外収益は７９億円で、対前年＋５億円増加、
持分法投資利益は５３億円で対前年＋２億円増加です。

〇 営業外費用は６０億円で、対前年＋１８億円増加。
支払利息が＋１０億円増加です。

〇 特別利益は１４億円で、対前年で＋１１億円増加です。

〇 特別損失は１３億円で、対前年＋９億円増加となりました。
渋谷での再開発プロジェクトでの除却損計上等によるものです。

〇 以上により、親会社株主に帰属する四半期純利益は３６２億円となり、
対前年＋１０９億円増益、業績予想との比較では△２５億円減益です。
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2026年度 業績予想ポイント①

▎前年度との比較

（億円）

2025年度

実績

2026年度

予想
対前年

2026年度

経営計画
（2025年5月公表）

対 前回公表値

営業収益 10,861 11,400 +538
（+5.0%）

11,050 +350
（+3.2%）

営業利益 1,031 1,100 +68
（+6.6%）

1,050 +50
（+4.8%）

不動産販売業 営業利益 142 144
+1

（+1.0%）
95

+49
（+50.2%）

不動産販売業を除く営業利益 889 955
+66

（+7.5%）
955

+0
（+0.2%）

事業利益 1,047 1,115 +68
（+6.5%）

1,070 +45
（+4.2%）

経常利益 1,161 1,114 △47
（△4.1%）

1,090 +24
（+2.3%）

親会社株主に帰属する

当期純利益 870 900 +29
（+3.4%）

810 +90
（+11.1%）

※ 事業利益＝ 営業利益＋上場会社を除く持分法投資損益 ＋不動産事業等に係る受取配当

⚫ 営業収益・営業利益は、交通事業の利用者の増加に加え、不動産事業におけるマンション販売増加等により増収、増益

⚫ 親会社株主に帰属する当期純利益は、営業利益の増益等により増益

⚫ 営業収益・営業利益は、交通事業における利用者の増加に加え、不動産事業におけるマンション販売増加、賃料収入増加等

により増収、増益

⚫ 親会社株主に帰属する当期純利益は、各事業の増益に加え、各種施策による利益計上等により増益

▎中期３か年経営計画との比較

⚫ 2025年5月に更新をした公表値から上方修正

変更なし

※「2026年3月期 決算概況資料」（2026年5月12日公表）の業績予想を再掲しております。

〇 最後に、２０２６年度通期業績予想についてです。
こちらは、５月の公表値から変更はありません。

〇 第１四半期決算は、業績予想と比較し、営業利益で△３２億円減益、
親会社株主に帰属する四半期純利益で△２５億円減益でしたが、
不動産賃貸業等で費用執行が想定よりも進んでいること等も
要因と考えております。

〇 今後、更なる収益拡大やコストの適正化に努め、
業績予想の達成を目指してまいります。
また、親会社株主に帰属する当期純利益やEPSを強く意識しており、
確実に業績予想の水準を確保して参りたいと考えております。
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各種資料はこちらのサイトでもご覧いただけます

https://ir.tokyu.co.jp/ja/ir.html

本資料に掲載されている情報のうち、過去または現在の事実以外のものについては、現在入手可能な
情報に基づく、当社経営者の判断による将来の見通しであり、様々なリスクや不確定要素を含んで
おります。

したがって、実際の業績等は種々の要因によって変動する可能性があることをご承知おきください。

「将来の見通しについて」
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